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変更履歴
次の表に、このガイドに対する変更のリスト、リンク、これらの変更が行われた日付を示します。

リンク日付変更

2015年8月27日リリース 11.0(1)用のマニュアルの
初版リリース

インストール前の作業, （7
ページ）

「インストール前の作業」セクショ

ンに、次の新しい項目が追加されま

した。

• Microsoft Windows Serverのイ
ンストール

• Windows Server 2012 R2 Standard
へのアップグレード

•アップグレードされた仮想マシ
ンでのリソース予約の有効化

Cisco Unified Customer Voice Portal Release 11.0(1) インストールおよびアップグレードガイド
vii



リンク日付変更

アップグレードパス, （22ペー
ジ）

「アップグレードパス」セクション

が更新されました。

このマニュアルについて
このマニュアルでは、UnifiedCVPのインストールおよびアップグレード方法を説明しています。
このマニュアルは、シスココンタクトセンターアプリケーションに関する専門知識があり、仮

想マシンの導入および管理に関する経験が豊富な、UnifiedCVPを実装するパートナーおよびサー
ビスプロバイダーを対象としています。

対象読者
このガイドは、UnifiedCVPソフトウェアをインストールまたはアップグレードするネットワーク
管理者を対象としています。

関連資料
•『Documentation Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal』

•『Design Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal』

•『Unified CVP Software Compatibility Matrix』

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手、Cisco Bug Search Tool（BST）の使用、サービス要求の送信、追加情報の収集
の詳細については、『What'sNew inCiscoProductDocumentation』を参照してください。このドキュ
メントは、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.htmlから入手できます。

『What's New in Cisco Product Documentation』では、シスコの新規および改訂版の技術マニュアル
の一覧を、RSSフィードとして購読できます。また、リーダーアプリケーションを使用して、コ
ンテンツをデスクトップに配信することもできます。RSSフィードは無料のサービスです。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関するコメントは次のメールアドレス宛にお送りください。
mailto:contactcenterproducts_docfeedback@cisco.com
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第 1 章

インストール前

この章では、Cisco Unified Customer Voice Portal（CVP）のコンポーネントと、さまざまなインス
トールモードについて説明します。Unified CVPのインストールのデフォルトコンポーネントと
同時に、追加のコンポーネントも選択できます。ビジネスの要件に基づいて、インストールオ

プションを選択します。

• Unified CVPコンポーネント, 1 ページ

• 要件, 2 ページ

• 追加コンポーネント, 6 ページ

• Unified CVPのインストールモード, 6 ページ

• インストール前の作業, 7 ページ

Unified CVP コンポーネント
表 1：Unified CVP コンポーネント

説明Unified CVP コンポーネント

このサーバは次のコンポーネントから構成されています。

•コールサーバ

• VXML Server

• Media Server

• SNMPモニタリングサービス

CVP Server
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説明Unified CVP コンポーネント

Operations Consoleは OAMP（運用管理、保守、およびプロビジョ
ニング）としても知られている、Webベースのインターフェイス
で、Unified CVPの個々のコンポーネントの設定と管理に使用しま
す。

Operations Console

このコンポーネントでは、UnifiedCVPソリューションコンポーネ
ントのリモート管理ができます。これには、運用およびリソース

モジュール（ORM）が含まれます。

Remote Operations

このサーバは、レポートに使用可能な履歴リポジトリをコールセ

ンターに提供します。このサーバは、レポートデータを 1つ以上
のコールサーバおよび VXML Serverから受信し、そのデータを
データベースに格納します。

IBM Informixデータベースは、Reportingサーバの一部と
してインストールされます。IBM Informixのライセンス
は、Reportingサーバの一部としてバンドルされていま
す。

（注）

Reporting server

このコンポーネントは、VXMLベースの実行用のコールフローを
開発するための設計と構文を提供します。

Call Studio

要件
この項では、Cisco Unified Customer Voice Portal（CVP）のプラットフォームとソフトウェアの要
件について説明します。

表 2：Unified CVP プラットフォームおよびソフトウェアの要件

プラットフォームの要件Unified CVP のコンポーネント/タ
スク

次の場所の Unified CVP Virtualization Wikiを参照し
てください。

Virtualization Wiki for Unified CVP

（注）Unified CVP Server

Unified Operations Console

Unified Reportingサーバ

2 GB以上の RAM

Microsoft Windows（Windows 7、Windows 8）との互換性

Unified Call Studio
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プラットフォームの要件Unified CVP のコンポーネント/タ
スク

Cisco Unified Computing System（UCS）Bシリーズおよび Cシ
リーズ

次の URLで Open Virtualization Archive（OVA）テン
プレートにアクセスします：http://software.cisco.com/
download/type.html?mdfid=270563413&flowid=5229

（注）

仮想化プラットフォーム

ハードウェア要件、互換性、およびサイジングについては、『Unified CVP Compatibility Matrix
Wiki』および『Design Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal』を参照してください。

（注）

Unified CVP Server

要件カテゴリ

MicrosoftWindows Server 2012 R2 Standard Edition

最新のオペレーティングシステム

サービスアップグレードリリースを

適用するには、Microsoftのアップグ
レードに関するWebサイトを参照し
てください。

（注）

Operating System

最小で 10MBがUnified CVPシステムメディア
ファイルに使用可能である必要があります。シ

スコは、米国英語および中南米スペイン語の

数、日、月、通貨タイプなどの .wavファイル
を提供しています。

メディアファイルを追加すると、そ

の分の領域が新たに必要になります。

（注）

メディアサーバは、コールサーバ、VXMLサー
バ、または同じ物理マシン内のそれら両方の組

み合わせと共存できます。詳細については、

『『Design Guide for Cisco Unified Customer Voice
Portal』』を参照してください。

Windowsプラットフォームでは、簡易ネット
ワーク管理プロトコルとWMIWindows Installer
Providerがコールサーバにインストールされて
いることが必要です。

その他の必要な部品
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要件カテゴリ

サポートされるサードパーティのウイルスス

キャンソフトウェアはコールサーバで有効に

できますが、固定ディスクの完全なウイルスス

キャンは、コールが別のシステムに転送されて

いる間（優先）、またはコール量が少ない時間

のいずれかにオフラインで実行する必要があり

ます。固定ディスクの完全なスキャンは、コー

ルサーバに負荷がかかっている間は実行しない

でください。

制約事項

Unified CVP Operations Console

要件カテゴリ

MicrosoftWindows Server 2012 R2 Standard Edition

最新のオペレーティングシステム

サービスアップグレードリリースを

適用するには、Microsoftのアップグ
レードに関するWebサイトを参照し
てください。

（注）

OperatingSystem（オペレーティングシステム）

Unified CVP Reporting サーバ（任意）

要件カテゴリ

MicrosoftWindows Server 2012 R2 Standard EditionOperatingSystem（オペレーティングシステム）

サポートされるサードパーティのウイルスス

キャンソフトウェアは Reportingサーバで有効
にできますが、固定ディスクの完全なウイルス

スキャンは、コールが別のシステムに転送され

ている間（優先）、またはコール量が少ない時

間のいずれかにオフラインで実行する必要があ

ります。固定ディスクの完全なスキャンは、

Reportingサーバに負荷がかかっている間は実行
しないでください。

制約事項
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Unified Call Studio（任意）

要件カテゴリ

2 GB以上の RAMが必要サポート対象ハードウェア

Windowsとの互換性

Microsoft Windows XP、Microsoft Windows 7、
Microsoft Windows 8

OperatingSystem（オペレーティングシステム）

安全なパスワードの設定

Reporting Serverのユーザ（Informix、cvp_dbadmin、cvp_dbuser）および Operations Console
Administratorユーザに安全なパスワードを設定するには、パスワードが次のルールに従っている
必要があります。

•パスワードに含める文字には、ASCII文字セットの文字のみを使用する必要があります。

•英語アルファベットの大文字と小文字

•数字：0～ 9

•次の特殊文字：!\#$&()*+-./:<?@[\]^_`{}~

•パスワードは、12文字以上またはコンピュータのセキュリティポリシーで指定されている
文字数以上である必要があります。

•パスワードは、80文字以下またはコンピュータのセキュリティポリシーで指定されている
最大パスワード長以下である必要があります。

•パスワードは、次のパスワードの複雑さを満たしている必要があります。

•パスワードには、次の 4種類の文字のうちの 3種類を使用している必要があります。

•大文字 A～Zから少なくとも 1文字

•小文字 a～zから少なくとも 1文字

•数字 0～9から少なくとも 1つの数字

•次の特殊文字の中から少なくとも 1文字： !\#$& ()*+-./:<?@[\]^_`{}~

•パスワード内で文字を 4回以上連続して繰り返すことはできません。

• cisco、ocsic、またはその中に含まれる文字の大小文字を変化させたバリエーションをパ
スワードにすることはできません。

Cisco Unified Customer Voice Portal Release 11.0(1) インストールおよびアップグレードガイド
5

インストール前

Unified Call Studio（任意）



追加コンポーネント
UnifiedCVPソフトウェアの一部ではないコンポーネントに関しては、以下を使用することができ
ますが、CVPコンポーネントと一緒に使用することで完全なソリューションにすることができま
す。

•自動音声認識（ASR）サーバ/音声合成（TTS）サーバ

• Cisco Unified Contact Center Enterprise

• Cisco Unified Communications Manager

• Cisco Unified SIP Proxy

•入力ゲートウェイ

•出力ゲートウェイ

• Voice XMLゲートウェイ

• Cisco Unified Border Element（CUBE）

• F5 BIG-IP®トラフィックマネージャおよびロードバランサ

• Cisco Unified Intelligence Center（CUIC）

Unified CVP のインストールモード
表 3：Unified CVP のインストールモード

説明インストール

モード

実稼働モードでは、1つのサーバに一度に 1つのコンポーネントしかインス
トールできません。追加のCVPコンポーネントのインストールを選択する場
合、別のサーバにそのコンポーネントをインストールする必要があります。

実稼働

このモードを使用して、学習およびテスト用に Unified CVPをインストール
します。

ラボ専用モードを使用するには、コマンドラインからインストーラを起動

し、setup.exeフォルダを参照して、setup.exe labonlyと入力します。

ラボ専用モードでは、コールサーバおよび Reportingサーバをまと
めてインストールできますが、いずれかを選択してアンインストー

ルすることはできません。たとえば、Reportingサーバを削除する場
合は、Unified CVPを再インストールする必要があります。

（注）

ラボ専用
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インストール前の作業

Microsoft Windows Server のインストール
サーバベースのアプリケーションが稼働するすべての仮想マシンにMicrosoft Windows Server 2012
R2 Standard Editionをインストールするには、次の手順を実行します。

はじめる前に

• Vmware Toolsソフトウェアがインストールされていることを確認します。Vmware Toolsがイ
ンストールされていない状態では、VMXNET3ドライバをインストールできません。

•ホストの ESXiのバージョンが ESXi 5.1または ESXi 5.5 Update 2であることを確認します。

手順

ステップ 1 Microsoft Windows Server ISOイメージを仮想マシンにマウントします。

ステップ 2 仮想マシンの電源をオンにします。

ステップ 3 [Language]、[Time and Currency Format]、および [Keyboard]の設定を入力します。[Next]をクリッ
クします。

ステップ 4 [Install Now]をクリックします。

ステップ 5 Windows Server 2012 R2 Standard Editionのプロダクトキーを入力して、[Next]をクリックします。

ステップ 6 [Windows Server 2012 R2 Standard (Server with a GUI)]を選択し、[Next]をクリックします。

ステップ 7 ライセンス条項に同意して、[Next]をクリックします。

ステップ 8 [Custom: Install Windows only (advanced)]を選択し、Microsoft Windows Serverをインストールする
ディスクを選択してから、[Next]をクリックします。
インストールが開始されます。インストールが完了すると、システムが自動で再起動します。

ステップ 9 管理者アカウントのパスワードを入力し、パスワードを確認してから、[Finish]をクリックしま
す。

ステップ 10 次の手順で、リモートデスクトップ接続を有効にします。

a) [Start] > [Control Panel] > [System and Security:を選択します。
b) [Allow remote access]をクリックします。
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c) [Allow remote connections to this computer]オプションボタンを選択し、[OK]をクリックしま
す。

ステップ 11 Windowsの [System and Security] > [System]ツールを使用して、コンピュータの名前をMicrosoft
WindowsServerインストール時にランダムに生成された名前から変更します。名前に下線やスペー
スを含めることはできません。

ステップ 12 [Network and Sharing Center]を開き、[Local Area Connections]を選択します。

ステップ 13 [Network Settings]ダイアログボックスで、ネットワーク設定とドメインネームシステム（DNS）
データを設定します。

a) [Properties]を選択します。[Internet Protocol Version 6 (TCP/IPv6)]をオフにします。
b) もう一度 [Properties]を選択します。
c) [Use the following IP Address]を選択します。
d) IPアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイを入力し、[OK]をクリックしま
す。

ステップ 14 [Network Settings]ダイアログボックスで、ネットワーク設定とドメインネームシステム（DNS）
データを設定します。

ステップ 15 Microsoft Windows Updateを実行します。
アップデートが完了したら、[Do not enable automatic updates]をクリックします。

Microsoft Windows Server 2012 R2がインストールされました。また、Internet Explorer 11が自動的
にインストールされています。

新規インストール

新規インストール

手順

ステップ 1 Unified CVP ISOイメージを取得して、Unified CVPをインストールします。

ステップ 2 必要な展開モデルのコンポーネントを特定します。ハードウェア要件、互換性、およびサイジン

グについては、『『Design Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal』』を参照してください。
ステップ 3 サーバがサポート対象ハードウェアとして一覧表示され、サイズが適切に設定されていることを

確認します。

ステップ 4 ハードドライブなどの新しいサーバハードウェアが正しく動作していることを確認します。

ステップ 5 UnifiedCVPインストーラを起動にする前に、サーバ上で実行しているサードパーティのサービス
やアプリケーションを停止します。一部のサードパーティのサービスおよびアプリケーションが、
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インストーラが必要とするファイルをロックしてしまう可能性があります（これは、インストー

ルエラーの原因になります）。

ステップ 6 必要なCVPコンポーネントのライセンスを取得します。

ステップ 7 UnifiedCVPの仮想化に必要な、サポートされている仮想化ハードウェアとソフトウェアを入手し
ます。
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第 2 章

Unified CVP のインストール

Cisco Unified Customer Voice Portal（CVP）ISOイメージの CVPフォルダには、すべての CVPコ
ンポーネントの設定ファイルが含まれています。

Unified CVPソフトウェアをインストールする必要があるのは、ローカル管理者のみです。

（注） • Unified CVPをインストールする前に、http://www.cisco.com/en/US/products/ps7138/tsd_
products_support_series_home.htmlのライセンス情報を参照してください。

• Reportingサーバに選択したサーバがワークグループに含まれていることを確認します。

• 仮想マシンでの Unified CVPのインストール, 11 ページ

• CVP Serverのインストール, 12 ページ

• Operations Consoleのインストール, 13 ページ

• Remote Operationsのインストール, 13 ページ

• Reporting Server仮想マシンでのセカンドドライブのインストール, 14 ページ

• Reporting Serverのインストール, 14 ページ

• Unified Call Studioのインストール, 15 ページ

仮想マシンでの Unified CVP のインストール
はじめる前に

• Unified CVPの仮想化プラットフォームの ESXiに対する大規模な受信オフロード（LRO）を
ディセーブルにします。

• Unified Computing System（UCS）をインストールし、設定します。
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• VMware ESXiをインストールし、起動します。

• ESXiが設定され、ネットワーク経由でアクセス可能であることを確認します。

• Open Virtualization Archive（OVA）テンプレートリンクを検出します。

手順

ステップ 1 OVAテンプレートを使用して Unified CVP仮想マシンを作成します。

ステップ 2 必要に応じて、CVPコンポーネントを選択します。

ステップ 3 Windows Server 2012 R2 Standard Editionをインストールします。

ステップ 4 OVAテンプレートの展開時に、選択した CVPコンポーネントをインストールします。

CVP Server のインストール
Unified CVPの新規インストールには、メディアファイルの U-lawと A-lawの両方のタイプの音
声プロンプトエンコード形式が含まれています。デフォルトのアプリケーションも、メディア

ファイルとともにインストールされます。要件に応じて、形式のタイプを選択します。

手順

ステップ 1 Unified CVPの ISOイメージをマウントして、setup.exeを実行します。

ステップ 2 使用許諾契約を確認し、同意して、[Next]をクリックします。

ステップ 3 [Select Package]画面で、コンピュータにインストールするUnifiedCVPコンポーネントを選択し、
[Next]をクリックします。

Internet Information Server（IIS）は、Unified CVPによってサポートされるデフォルトの
メディアサーバです。

（注）

ステップ 4 [Voice Prompt Encode Format Type]画面で、次の選択オプションのいずれかを選択します。

• U-law Encoded Wave Format

• A-law Encoded Wave Format

ステップ 5 [X.509 Certificate]画面で、必要な情報をフォームに入力し、[Next]をクリックします。

ステップ 6 [Install]をクリックします。
進行中はインストールをキャンセルできませ

ん。

（注）

ステップ 7 インストール直後にコンピュータを再起動するか、後で再起動するかを選択し、[Finish]をクリッ
クします。
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次の作業

Operations Consoleのインストール, （13ページ）

Operations Console のインストール
Unified CVPの新規インストールには、Operations Consoleのインストールに必要なメディアファ
イルの U-lawと A-lawの両方のタイプの音声プロンプトエンコード形式タイプが含まれていま
す。要件に応じて、形式のタイプを選択します。

手順

ステップ 1 CVP Serverのインストール, （12ページ）の手順のステップ 1～ 7を実行します。

ステップ 2 [Ready to Install the Program]画面で、選択したコンポーネントを確認し、[Install]をクリックしま
す。

ステップ 3 [OpsConsolePassword画面の [Password]フィールドにパスワードを入力し、[Password (for verification)]
に確認のためにパスワードを再入力して [Next]をクリックします。

安全なパスワードの設定, （5ページ）セクションにリストされているパスワード作成
基準に従ってください。

（注）

OperationsConsoleの管理者およびWebサービス管理者（wsmadmin）がOperationsConsole
のパスワードを使用します。

（注）

ステップ 4 インストール直後にコンピュータを再起動するか、後で再起動するかを選択し、[Finish]をクリッ
クします。

次の作業

Remote Operationsのインストール, （13ページ）

Remote Operations のインストール

手順

ステップ 1 Operations Consoleのインストール, （13ページ）の手順のステップ 1～ 4を実行します。

ステップ 2 インストール直後にコンピュータを再起動するか、後で再起動するかを選択し、[Finish]をクリッ
クします。

次の作業

Reporting Serverのインストール, （14ページ）
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Reporting Server 仮想マシンでのセカンドドライブのイン
ストール

手順

ステップ 1 [My Computer] > [Manage]を右クリックします。

ステップ 2 [Storage]セクションで、[Disk Management]をクリックします。

ステップ 3 未フォーマットのパーティション（通常は [Disk 1]）を選択します。

ステップ 4 [Online]を右クリックし、ディスクを初期設定します。

ステップ 5 [Format]をクリックし、NTFSでフォーマットプロセスを続行します。

Reporting Server のインストール
IBM Informixデータベースサーバ 12.10 FC3は、Reporting Server 11.0(1)の一部としてインストー
ルされます。

はじめる前に

Reporting Serverがどのドメインにも含まれておらず、ワークグループに含まれていることを確認
します。

手順

ステップ 1 Unified CVPの ISOイメージをマウントして、setup.exeを実行します。

ステップ 2 使用許諾契約を確認し、同意して、[Next]をクリックします。

ステップ 3 [Select Package]画面で [Reporting Server]を選択し、[Next]をクリックします。
この手順で、[Choose Destination Location]ウィンドウに移動するまでに約 30秒かかりま
す。

（注）

ステップ 4 Reportingデータベースデータとバックアップデータを保存するルートドライブを選択して、
[Next]をクリックします。

400 GB以上のサイズの Eドライブまたはセカンドドライブを選択して、Reportingデー
タベースデータを保存し、データのバックアップを保管します。

（注）

[Database Size Selection]画面が表示されたら、次のオプションを指定します。

• [Standard]：250 GB以上の空きディスク領域が必要です。
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• [Premium]：375 GB以上の空きディスク領域が必要です。

ステップ 5 購入したライセンスに適切なデータベースサイズを選択して、[Next]をクリックします。

ステップ 6 [Ready to Install the Program]ウィンドウで、選択したコンポーネントを確認し、[Install]をクリッ
クします。

ステップ 7 [Reporting Password]ウィンドウで、[Password]フィールドにパスワードを入力し、確認のために
[Password (for verification)]フィールドにパスワードを再入力してから、[Next]をクリックします。

安全なパスワードの設定, （5ページ）セクションにリストされているパスワード作成
基準に従ってください。

（注）

インストール後に、必要に応じて Reporting Serverをドメインに追加しま
す。

（注）

ステップ 8 インストール直後にコンピュータを再起動するか、または後で再起動するかを選択して、[Finish]
をクリックします。

Unified Call Studio のインストール

手順

ステップ 1 Unified CVPの ISOイメージをマウントし、setup.exeを実行します。

ステップ 2 [ようこそ（Welcome）]画面で [次へ（Next）]をクリックします。
このページ、またはこのページに続く [プログラムをインストールする準備完了（Ready
to Install the Program）]画面の前までのダイアログ画面で [キャンセル（Cancel）]をク
リックすると、インストールがキャンセルされ、[セットアップを終了（Exit Setup）]ダ
イアログボックスが表示されます。

（注）

ステップ 3 使用許諾契約を確認し、同意して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [プログラムをインストールする準備完了（Ready to Install the Program）]画面で、選択したコン
ポーネントを確認し、[インストール（Install）]をクリックします。

ステップ 5 [InstallShieldウィザード完了（InstallShield Wizard Complete）]画面で、[完了（Finish）]をクリッ
クします。

Call Studioソフトウェアがコンピュータにインストールされます。
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第 3 章

Unified CVP のインストール後

Unified CVPのインストール後、すべてのCVPコンポーネントが正常にインストールされたこと
を確認するためにインストール後のタスクを実行します。さらに、ポートブロッキングをディ

セーブルにし、セキュリティの問題に対処し、CVPコンポーネントにライセンスを適用します。

インストール後のタスクには、CVPコンポーネントの設定は除外されます。CVPコンポーネ
ント設定については、『Configuration Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal』を参照して
ください。

（注）

この章では、次のインストール後のタスクについて説明します。

• ポートブロックの無効化, 17 ページ

• セキュリティ, 18 ページ

• Unified CVP REST APIのメタデータの同期の開始, 18 ページ

ポートブロックの無効化
ポートの妨害するように設定されたアンチウイルスソフトウェアがあるコンピュータ上にUnified
CVP Serverコンポーネントをインストールした場合は、Unified CVPプロセスと Tomcat実行ファ
イルを除外します。
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McAfee VirusScan専用のポートをディセーブルにするには、次の手順を使用します。McAfee
VirusScan以外のアンチウイルスソフトウェアを使用している場合は、そのアンティウィルス
ソフトウェアのポートブロッキングルールで同等の除外を実行します。VirusScanガイドライ
ンの詳細については、UCCEマニュアルにある次の項を参照してください。

『UCCEDesignGuide』の「Virus Protection」の項 http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/
ps1846/products_implementation_design_guides_list.html

『UCCE Security Best Practices Guide』の「General antivirus guidelines and recommendations」の項
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1844/products_installation_and_configuration_
guides_list.html

（注）

手順

ステップ 1 VirusScanコンソールで、[Access Protection]をダブルクリックし、[Port Blocking]タブをクリック
します。

ステップ 2 [Prevent IRC communication]チェックボックスがオンになっている場合は、次の手順を実行しま
す。

a) [Prevent IRC communication]のプロパティを編集するには、[Edit]をクリックします。
b) [Add or edit a port blocking range]ダイアログボックスで、VoiceBrowser.exeと Tomcat実行ファ
イルを [Excluded Process]テキストボックスに追加し、[OK]をクリックします。

CVPServerの音声ブラウザとTomcat実行ファイルの文字列のスペースを削除し、正し
く動作するようにします。

重要

セキュリティ
選択した Unified CVP展開によっては、特定のセキュリティ上の考慮事項に対処する必要があり
ます。セキュリティについては、『『ConfigurationGuide for CiscoUnified Customer Voice Portal』』
を参照してください。

Unified CVP REST API のメタデータの同期の開始
CVP REST APIアーキテクチャでは、メディアサーバのメディアファイルおよびVXML Serverの
VXMLアプリケーションの情報は、DerbyデータベースのメタデータとしてWSMServerに保存さ
れます。これらのメタデータ情報は、RESTAPIコールによって作成、更新、削除されます。メタ
データがVXMLServerおよびメディアサーバのファイルと同期していない可能性がある場合があ
ります。CVPServerの追加および削除、RESTAPI以外のツールによるアプリケーションおよびメ
ディアファイルの展開、REST APIがサポートされていなかったバージョンからアップグレード
した CVP Media Serverまたは VXML Serverの例を示します。
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VXML Serverとメディアサーバのファイルとメタデータの同期を有効にするには、コマンドライ
ンツール「metasynch.cmd」（C:\Cisco\CVP\wsm\CLI で入手可能）を使用できます。内部的
にツールはSynchUpAPIを使用して同期を実行します。これには3つの引数、つまり、WSMユー
ザ名、WSMユーザパスワード、およびサーバタイプ（MEDIA、VXML、または VXML_
STANDALONE）が使用されます。サーバタイプの情報に基づいて、それぞれのサーバタイプの
すべてのサーバが同期されます。サーバタイプ引数を入力しないと、メタデータはOAMPで設定
されているすべてのメディアサーバおよび VXML Serverと同期されます。

アップグレードの場合、メディアファイルおよび VXMLアプリケーションはメディアサーバと
VXMLServerにありますが、対応するメタデータ情報は、WSMServerにはありません。メタデー
タ情報がないと、ユーザは REST APIを使用できず、メディアサーバと VXML Serverの既存のメ
ディアファイルと VXMLアプリケーションへのアクセス、更新、および削除ができなくなりま
す。

Sync-up ツールを使用したメタデータファイルの同期
metasynch.cmdを呼び出すには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 C:\Cisco\CVP\wsm\CLIの場所に移動します。

ステップ 2 次の引数を指定して metasynch.cmdファイルを実行します。

• wsmのユーザ名

• wsmのパスワード

例：
metasynch.cmd wsmusername wsmpassword MEDIA

使用法：metasynch [オプション] username password [サーバタイプ]
サーバタイプ：MEDIA/VXML/VXML_STANDALONE

オプション：-help -? print this help message

サーバタイプの引数は、MEDIA、VXML、またはVXML_STANDALONEタイプである
必要があります。サーバタイプ引数を指定しないと、メタデータは、VXML Server上
のすべてのVXMLアプリケーションと、メディアサーバ上のすべてのメディアファイ
ルと同期されます。synchコマンドツールのログは次の場所にあります。

（注）

C:\Cisco\CVP\wsm\CLI\log\SyncTool.log
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第 4 章

Unified CVP のアップグレード

新規および既存のプラットフォームが同じ場合は、Unified CVPの新しいバージョンにアップグ
レードできます。たとえば、Unified CVP 9.0(1)をUnified CVP 10.0(1)で置き換えるのはアップグ
レードです。これは、どちらのバージョンも同じプラットフォームで動作するためです。

ただし、既存のソフトウェアを、プラットフォーム、アーキテクチャ、またはアプリケーション

の変更がある新しいバージョンで置き換える場合、このプロセスは移行と呼ばれます。たとえ

ば、Unified CVP 8.5(1)を Unified CVP 10.0(1)で置き換えるのは移行です。これは、新しいバー
ジョンが、以前のバージョンとは異なるプラットフォームで動作するためです。既存のバージョ

ンを新しいバージョンで置き換えることがアップグレードか、または移行かについては、アップ

グレードパス, （22ページ）を参照してください。

シスコの音声ソリューションコンポーネントのアップグレードは複数の段階からなるプロセス

であり、ソリューションのコンポーネントは複数のアップグレード段階にグループ化されていま

す。上のグレードのバージョンにスムーズに移行するには、ユーザは『CiscoUnifiedContactCenter
Enterprise Installation and Upgrade Guide（Cisco Unified Contact Center Enterpriseインストールおよ
びアップグレードガイド）』の「Upgrade（アップグレード）」の項に記載されているソリュー
ションレベルのアップグレード順序に従う必要があります。

ゲートウェイがリンクしているすべてのCVPが最新バージョンにアップグレードされてから、
最新バージョンの CVPに付属している TCLファイルがゲートウェイ（通常は OAMPから）
にプッシュされていることを確認します。

（注）

Unified CVPアップグレードは複数の段階からなるプロセスであり、この章の次の項で説明され
ています。

シスコの音声ソリューションコンポーネントのアップグレードは複数の段階からなるプロセス

であり、ソリューションのコンポーネントは複数のアップグレード段階にグループ化されていま

す。上のグレードのバージョンにスムーズに移行するには、ユーザは『CiscoUnifiedContactCenter
Enterprise Installation and Upgrade Guide（Cisco Unified Contact Center Enterpriseインストールおよ
びアップグレードガイド）』の「Upgrade（アップグレード）」の項に記載されているソリュー
ションレベルのアップグレード順序に従う必要があります。
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ゲートウェイがリンクしているすべてのCVPが最新バージョンにアップグレードされてから、
最新バージョンの CVPに付属している TCLファイルがゲートウェイ（通常は OAMPから）
にプッシュされていることを確認します。

（注）

Unified CVPアップグレードのプロセスについては、この章の次の項で説明されています。

• アップグレードパス, 22 ページ

• Unified CVPのアップグレード戦略, 24 ページ

• アップグレードに関する重要な考慮事項, 25 ページ

• アップグレード前の作業, 25 ページ

• 既存の Unified CVP仮想マシンのアップグレード, 26 ページ

• Windows Server 2012 R2 Standardへのアップグレード, 31 ページ

• Unified CVPのアップグレード, 33 ページ

• Operations Consoleのアップグレード, 34 ページ

• Reporting Serverのアップグレード , 36 ページ

• CVP Serverのアップグレード, 36 ページ

• Remote Operationsのアップグレード, 38 ページ

• Call Studioのアップグレード, 38 ページ

• アップグレード後の作業, 38 ページ

アップグレードパス
次の表に、既存の Unified CVPバージョンを新しいバージョンに置き換えるためのアップグレー
ドパスを示します。
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表 4：Unified CVP のアップグレードパス

説明変換プロセスプラットフォームの変

更

以前のリリースから

新しいリリースへの

アップグレードパ

ス

新しいリリース用プラッ

トフォームの変更
1 Windows Server 2008

R2からWindows
Server 2012 R2 Standard
Editionへのインプレー
スアップグレードを実

行します

2 Unified CVP 11.0(1)へ
のアップグレード

YesUnified CVP

10.0(1)/10.5(1)から
11.0(1)へ

新しいリリース用プラッ

トフォームの変更
1 Unified CVP

10.0(1)/10.5(1)への
アップグレード

2 Windows Server 2008
R2からWindows
Server 2012 R2 Standard
Editionへのインプレー
スアップグレードを実

行します

3 Unified CVP 11.0(1)へ
のアップグレード

YesUnified CVP

9.0(1)から 11.0(1)へ

新しいリリース用プラッ

トフォームの変更
1 Unified CVP 10.0(1)へ
の移行

2 Windows Server 2008
R2からWindows
Server 2012 R2 Standard
Editionへのインプレー
スアップグレードを実

行します

3 Unified CVP 11.0(1)へ
のアップグレード

YesUnified CVP

8.5(1)から 11.0(1)へ
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説明変換プロセスプラットフォームの変

更

以前のリリースから

新しいリリースへの

アップグレードパ

ス

新しいリリース用プラッ

トフォームの変更

Windows Server 2008 R2か
らWindows Server 2012 R2
Standard Editionへのイン
プレースアップグレード

を実行します

詳細については、

Reporting Serverのアップ
グレード , （36ページ）
を参照してください。

YesReportingサーバ

10.0(1)/10.5(1)から
11.0(1)へ

Unified CVP のアップグレード戦略
1つのメンテナンスウィンドウでUnifiedCVPをアップグレードできます。ただし、アップグレー
ドする CVP Serverの数が多い場合は、1つのメンテナンスウィンドウですべてをアップグレード
することができない場合があります。アップグレード戦略を使用すると、大規模な Unified CVP
展開でアップグレードプロセスを配布できるようになります。また、サーバのアップグレードを

複数のステップに分割し、複数のメンテナンスウィンドウで実行させることができます。

Unified CVPアップグレード戦略は、次の項で説明します。

CVP ユニット
CVPユニットは、VXMLサーバ、コールサーバ、および Reportingサーバで構成されています。
複数の CVPユニットがあるUnified CVP展開では、一度に 1つの CVPユニットをアップグレード
できます。たとえば、1つのメンテナンスウィンドウで関連サーバの 1つの CVPユニットをアッ
プグレードできます。この展開は、コール処理とリスクの最小化を目的としてセッション開始プ

ロトコル（SIP）に移行する必要があるコールセンターで役立ちます。

マルチフェーズアプローチ

マルチフェーズアプローチは、UnifiedCVPServerのサブセットをアップグレードし、コール処理
を再開するための戦略です。マルチフェーズアップグレードアプローチを使用すると、アップグ

レードをいくつかのフェーズに分けることができます。Unified CVPの展開に複数の CVPユニッ
トがある場合は、マルチフェーズアプローチを使用するとユニットごとにアップグレードできま

す。

展開に応じて、次のマルチフェーズアプローチのいずれかを選択します。
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• 1つのメンテナンスウィンドウで特定のタイプのすべてのサーバをアップグレードする。

• 1つのメンテナンスウィンドウでサーバタイプのサブセットをアップグレードする。

• 1つのメンテナンスウィンドウで CVPユニットからサーバタイプのサブセットをアップグ
レードする。

マルチフェーズアプローチを使用したコンポーネントのアップグレードは、次の順序で行いま

す。

1 Operations Console

2 Reportingサーバ

3 CVP Server

Unified CVPコンポーネントのアップグレードの詳細については、Unified CVPのアップグレード,
（33ページ）を参照してください。

1つのメンテナンスウィンドウで 1つのカテゴリのすべてのサーバをアップグレードする必要
はありません。ただし、UnifiedCVPの展開またはCVPユニットの次のコンポーネントセット
に移る前に、1つのタイプのすべての Unified CVPコンポーネントをアップグレードする必要
があります。

（注）

アップグレードに関する重要な考慮事項
•サービスの中断を回避するため、オフピーク時またはメンテナンス時に Unified CVPをアッ
プグレードします。

•変更はアップグレード後に失われるため、アップグレード中に設定に変更を加えないでくだ
さい。

•ユニット内のすべてのコンポーネントをアップグレードするまで、CVPユニットがオフライ
ンのままであることを確認します。

•正常に展開を行うには、シーケンス通りに Unified CVPコンポーネントをアップグレードし
ます。アップグレードシーケンス中の変更は、コールデータの損失やエラー、または新し

いバージョンで導入されたプロパティが設定できないという結果になります。

•旧バージョンのデバイスタイプを引き続きサポートするには、既存のプロパティの属性を削
除したり、変更したりしないでください。

アップグレード前の作業
•すべてのプログラムを終了します。
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•サーバで実行されているサードパーティサービスおよびアプリケーションを停止します。

• Operations Consoleを除くすべての CVPコンポーネントの C:\Cisco\CVPをバックアップ
します。

• Operations Consoleの設定をバックアップします。Operations Console設定のバックアップ, （
43ページ）を参照してください。

•サーバがサポート対象ハードウェアとして一覧表示され、サイズが適切に設定されているこ
とを確認します。プラットフォームハードウェア仕様と互換性のあるサードパーティソフ

トウェアバージョン要件の詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/unified-customer-voice-portal/products-technical-reference-list.htmlにあるを
参照してください。

•ログファイルをバックアップします。

CVP Serverログファイルは <CVP_HOME>\logsに保存され、VXML Serverロ
グファイルは <CVP_HOME>\VXMLServer\logsと
<CVP_HOME>\VXMLServer\applications\<app_name>\logsに保存さ
れます。

（注）

•自動バックアップが失敗した場合の冗長性を持たせるため、既存の CVPインストールファ
イルを別のコンピュータにバックアップします。

•必ず次の順序で仮想ハードウェアをアップグレードしてください。

1 仮想 CPUの設定 , （27ページ）

2 仮想メモリのアップグレード, （27ページ）

3 仮想マシンのハードウェアバージョンのアップグレード, （28ページ）

4 仮想マシンのディスク領域の拡張 , （28ページ）

•必要に応じて、オペレーティングシステムをWindows 2003 SP2からWindows Server 2008 R2
にアップグレードします。プラットフォームの変更が必要かどうかについての詳細は、アッ

プグレードパス, （22ページ）を参照してください。

•オペレーティングシステムをWindows Server 2008 SP2からWindows Server 2012 R2 Standard
Editionにアップグレードします。詳細については、WindowsServer 2012R2Standardへのアッ
プグレード, （31ページ）を参照してください。

既存の Unified CVP 仮想マシンのアップグレード
ここでは、VMware vSphere Webクライアント（シンクライアント）を使用して仮想マシンハー
ドウェアをアップグレードする手順について説明します。
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仮想マシンハードウェアのアップグレードに VMware vSphere Client（シッククライアント）
は使用しないでください。

（注）

仮想 CPU の設定
Unified CVP Serverの CPUの仮想ハードウェアリソース設定を変更するには、次の手順を実行し
ます。

Unified CVPコンポーネントの詳細については、Unified CVP Virtualization Wikiを参照してくださ
い。

手順

ステップ 1 仮想マシンの電源をオフにします。

ステップ 2 仮想マシンを右クリックして、[Edit Settings]を選択します。

ステップ 3 [Hardware]タブをクリックします。

ステップ 4 [CPU]をクリックします。

ステップ 5 [Cores per Socket]ドロップダウンリストで、[1]を選択します。つまり、ソケットあたり 1つのコ
アのソケット 4つを選択します。

ステップ 6 [Reservation]フィールドで、1800（MHz単位）と入力します。

ステップ 7 [OK]をクリックして設定内容を保存します。

ステップ 8 仮想マシンの電源をオンにします。

次の作業

仮想メモリのアップグレード, （27ページ）

仮想メモリのアップグレード

Unified CVP Serverのシステムメモリを 4 GBから 6 GBにアップグレードするには、次の手順を
実行します。
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手順

ステップ 1 仮想マシンの電源をオフにします。

ステップ 2 仮想マシンを右クリックして、[Edit Settings]を選択します。

ステップ 3 [Hardware]タブをクリックします。

ステップ 4 [Memory]をクリックします。

ステップ 5 [RAM]フィールドで、RAM値を 4096から 6144（MB単位）に変更します。

ステップ 6 [Reservation]フィールドに、6144（MB単位）と入力します。

ステップ 7 [OK]をクリックして設定内容を保存します。

ステップ 8 仮想マシンの電源をオンにします。

次の作業

仮想マシンのハードウェアバージョンのアップグレード, （28ページ）

仮想マシンのハードウェアバージョンのアップグレード

Unified CVP Server、Reporting Server、および Operations Consoleの仮想マシンハードウェアバー
ジョンをアップグレードするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 仮想マシンの電源をオフにします。

ステップ 2 仮想マシンを右クリックして、[Edit Settings]を選択します。

ステップ 3 [Hardware]タブをクリックします。

ステップ 4 [Upgrade]をクリックします。

ステップ 5 [Schedule VM Compatibility Upgrade]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [Compatible with (*)]ドロップダウンリストから、[ESXi 5.1 and later]を選択します。

ステップ 7 [OK]をクリックして設定内容を保存します。

ステップ 8 仮想マシンの電源をオンにします。

次の作業

仮想マシンのディスク領域の拡張 , （28ページ）

仮想マシンのディスク領域の拡張

Operations Consoleで仮想マシンのディスク領域を拡張するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 仮想マシンの電源をオフにします。

ステップ 2 仮想マシンを右クリックして、[Edit Settings]を選択します。

ステップ 3 [Hardware]タブをクリックします。

ステップ 4 [Hard disk 1]フィールドで、ディスクサイズ値を 40から 80（GB単位）に変更します。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

ステップ 6 仮想マシンの電源をオンにします。

ステップ 7 オペレーティングシステムにログインします。

ステップ 8 [My Computer]を右クリックし、[Manage]を選択します。

ステップ 9 [File and Storage Services] > [Disks]を選択します。

ステップ 10 [Volumes]領域で、[C drive]を右クリックして [Extend Volume…]を選択します。

ステップ 11 ディスクサイズ値を 40から 80（GB単位）に変更します。

ステップ 12 [OK]をクリックします。

ステップ 13 サーバを再起動します。

E1000 から VMXNet 3 への VM ネットワークアダプタのアップグレード
VMのオペレーティングシステムをWindows Server 2008 R2からアップグレードする前に、VM
ネットワークアダプタを VMXNet3にアップグレードします。Unified CVP 11.0(1)には VMXNet3
ネットワークアダプタが必要です。VMXNet3へのアップグレードを行わずにオペレーティング
システムをWindows 2012 R2にアップグレードすると、Windows Update後にイーサネットアダプ
タの静的 IP設定が自動にリセットされます。

手順

ステップ 1 ネットワーク設定（IPアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイ、DNS、永続的な
スタティックルート、ネットワークアダプタのMACアドレスなど）を記録します。

新しい仮想マシンのネットワークアダプタの設定を再作成するには、これらの値が必要

です。詳細については、仮想マシンネットワークアダプタのMACアドレスの保存, （
30ページ）を参照してください。

重要

ステップ 2 Unified CVP Serverを停止します。ネットワークアダプタの再設定中に CVP Serverをアクティブ
にすることはできません。

ステップ 3 次の手順を実行し、VMXNet 3のネットワークアダプタを追加します。
a) VMのコンテキストメニューから [Edit Settings]を選択します。
b) [Hardware]タブで [Add]をクリックします。
c) [Device Type]ページで [Ethernet Adapter]を選択し、[Next]をクリックします。

Cisco Unified Customer Voice Portal Release 11.0(1) インストールおよびアップグレードガイド
29

Unified CVP のアップグレード
E1000 から VMXNet 3 への VM ネットワークアダプタのアップグレード



d) [Adapter Type]ドロップダウンリストから [VMXNet 3]を選択し、[Next]をクリックします。
e) [Network label]ドロップダウンリストからネットワークポートグループを選択し、[Finish]を
クリックします。

ステップ 4 ステップ 1で E1000ネットワークアダプタから記録したネットワーク設定を VMXNet 3のネット
ワークアダプタに適用します。

ステップ 5 VMXNet 3ネットワークアダプタを有効化します。

ステップ 6 次の手順を実行し、E1000ネットワークアダプタを削除します。
a) VMのコンテキストメニューから [Edit Settings]を選択します。
b) [Hardware]タブで [E1000 network adapter]を選択します。
c) [Remove]をクリックし、[Finish]をクリックします。

ステップ 7 次の手順を実行し、CallServer/VXMLServer用、Operations Console用、および Reporting Servers用
の VMから E1000ネットワークアダプタを削除します。
a) VMのコンテキストメニューから [Edit Settings]を選択します。
b) [Hardware]タブで [E1000 network adapter]を選択します。
c) [Remove]をクリックし、[Finish]をクリックします。

ステップ 8 tracerouteを使用して、ネットワーク接続をテストします。

ステップ 9 Unified CVPサービスを再度有効にします。

仮想マシンネットワークアダプタの MAC アドレスの保存
仮想マシンネットワークアダプタのMACアドレスを保存するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Unified CVP仮想マシンを右クリックして、[Edit Settings]をクリックします。

ステップ 2 [Hardware]タブで、仮想マシンでネットワークに接続するために使用されるネットワークアダプ
タを選択します。

ステップ 3 [MAC Address]フィールドの値を記録します。

ステップ 4 MACアドレスを保存します。

ステップ 5 [Hardware Settings]タブの [Add Hardware]をクリックします。

ステップ 6 [Adapter Type]ドロップダウンリストで、アダプタタイプを [VMXNET3]に変更します。

ステップ 7 [MAC Address]フィールドの下の、[Manual]を選択します。

ステップ 8 [MAC Address]フィールドに、先ほど記録したMACアドレスを入力します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 仮想マシンを再起動します。

   Cisco Unified Customer Voice Portal Release 11.0(1) インストールおよびアップグレードガイド
30

Unified CVP のアップグレード
仮想マシンネットワークアダプタの MAC アドレスの保存



アップグレードされた仮想マシンでのリソース予約の有効化

VMのハードウェアバージョンがUnified CVP Virtualization Wikiに掲載されている情報に基づいて
アップグレードされた後、次の手順を実行し、それぞれのUnifiedCVPVM上でリソース予約を有
効にします。サポートされる VMハードウェアバージョンの詳細については、Unified CVP
Virtualization Wikiを参照してください。

手順

ステップ 1 vSphereクライアントにログインし、Unified CVP VMを選択します。

ステップ 2 VMを右クリックして、オプションの [Edit Settings]をポップアップメニューから選択します。
[Virtual Machine Properties]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [Resources]タブを選択します。
カスタマイズが可能な仮想ハードウェアリソースの設定が左側のダイアログボックスに表示され

ます。それぞれの仮想ハードウェアのリソース割り当てが右側に表示されます。

ステップ 4 Unified CVP VMのリソース予約を有効にします。
Unified CVP VMの仮想ハードウェアのリソース予約を有効にするには、CPUおよびメ
モリの設定を変更する必要があります。CPUとメモリの仮想ハードウェアリソース設
定については、Unified CVP Virtualization Wikiを参照してください。

（注）

ステップ 5 CVP VMの CPUおよびメモリの仮想ハードウェアリソース設定を行った後、[OK]をクリックし
て [VM Properties]ダイアログボックスを閉じます。
CVP VMが再設定され、リソース予約が有効になります。

Windows Server 2012 R2 Standard へのアップグレード
Microsoft社では、オペレーティングシステムのインプレースアップグレードをサポートしていま
す。

サーバベースのアプリケーション用の仮想マシンでWindows Server 2008 R2からWindows Server
2012 R2 Standard Editionにアップグレードするには、次の手順を実行します。

はじめる前に

• Windows Server 2012にアップグレードすると、すべてのWindows VMの（プライベートイ
ンターフェイスとパブリックインターフェイスの）静的ネットワーク設定が削除される場合

があります。アップグレードする前に、静的ネットワーク設定（TCP/IPv4情報を含む）を記
録しておきます。アップグレード完了後に、これらの設定を再設定します。

•必ず次の順序で仮想ハードウェアをアップグレードしてください。

1 仮想 CPUの設定 , （27ページ）

2 仮想メモリのアップグレード, （27ページ）
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3 仮想マシンのハードウェアバージョンのアップグレード, （28ページ）

4 仮想マシンのディスク領域の拡張 , （28ページ）

• Vmware Toolsソフトウェアがインストールされていることを確認します。Vmware Toolsがイ
ンストールされていない状態では、VMXNET3ドライバをインストールできません。

•ホストの ESXiのバージョンが ESXi 5.1または ESXi 5.5 Update 2であることを確認します。

• Windows 2008 R2 Enterpriseまたは Standard SP1以降があることを確認します。

•ゲストオペレーティングシステムをMicrosoft Windows Server 2012 (64 bit)に変更します。こ
れには、仮想マシンを右クリックし、[Edit settings] > [Options] > [General Options]を選択し、
ゲストオペレーティングシステムとして [Microsoft Windows Server 2012 (64 bit)]を選択しま
す。

手順

ステップ 1 Windows Server 2012 R2 Standard Editionの ISOイメージを仮想マシンにマウントします。

ステップ 2 [Run setup. Exe]を選択します。

ステップ 3 [Install Now]をクリックします。

ステップ 4 [Go online to install updates now (recommended)]を選択します。

ステップ 5 Windows Server 2012 R2 Standard Editionのプロダクトキーを入力して、[Next]をクリックします。

ステップ 6 [Windows Server 2012 R2 Standard (Server with a GUI)]を選択し、[Next]をクリックします。

ステップ 7 ライセンス条項に同意して、[Next]をクリックします。

ステップ 8 [Upgrade: Install Windows and keep files, settings, and applications]を選択して、[Next]をクリックしま
す。

アップグレードが開始します。アップグレードが完了すると、システムが自動で再起動します。

Microsoft Windows Server 2012 R2がインストールされました。また、Internet Explorer 11が自動的
にインストールされています。

次の作業

オペレーティングシステムをWindows 2012R2Standardにアップグレードした後、以前のWindows
を削除します。詳細については、ディスククリーンアップに関するMicrosoftのマニュアルを参照
してください。
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Unified CVP のアップグレード

Cisco Unified CVP Server（VXML Serverが同梱されています）をアップグレードする場合、
Unified Call Studioも同じバージョンにアップグレードする必要があります。Unified Call Studio
は、Unified Call Studioと CVP Serverが同じバージョンである場合にのみ、CVP Serverと連動
します。

（注）

次の順序で Unified CVP 11.0(1)のアップグレードを実行します。

手順

ステップ 1 次の場所にある（.classファイルや .jarファイルなどの）サードパーティライブラリをバックアッ
プします（ここでは、APP_NAMEは展開した各音声アプリケーションの名前です）。

• %CVP_HOME%\VXMLServer\common\classes

• %CVP_HOME%\VXMLServer\common\lib

• %CVP_HOME%\VXMLServer\applications\APP_NAME\java\application\classes

• %CVP_HOME%\VXMLServer\applications\APP_NAME\java\application\lib

• %CVP_HOME%\VXMLServer\applications\APP_NAME\java\util

Unified CVP 11.0(1)では、Tomcatは 5.5から 7.0にアップグレードされます。VXMLア
プリケーションが必要とするサードパーティの .jarファイルを
%CVP_HOME%\VXMLServer\Tomcat\common\libフォルダからバックアップします。
この共通フォルダは Tomcat 7.0で利用できなくなりました。そのため、Unified CVP
11.0(1)へのアップグレード後に、バックアップした以前の .jarファイルを
%CVP_HOME%\VXMLServer\Tomcat\libフォルダにコピーします。

（注）

ステップ 2 Cisco Unified CVP Operations Console（OAMP）をアップグレードします。Operations Consoleの
アップグレード, （34ページ）を参照してください。

ステップ 3 （任意）Cisco Unified CVP Reportingサーバをアップグレードします。Reporting Serverのアップグ
レード , （36ページ）を参照してください。

ステップ 4 Cisco Unified CVP Serverをアップグレードします。CVP Serverのアップグレード, （36ページ）
を参照してください。

ステップ 5 Cisco Unified Remote Operationsをアップグレードします。Remote Operationsのアップグレード, （
38ページ）を参照してください。

ステップ 6 Cisco Unified Call Studioをアップグレードします。Call Studioのアップグレード, （38ページ）を
参照してください。

ステップ 7 以前に展開した Unified CVPの音声アプリケーションをアップグレードします。
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Operations Console のアップグレード
現在インストールされているデフォルトのメディアファイルは、Unified CVP 11.0(1)のアップグ
レード用に選択するメディア形式で上書きされます。ただし、カスタマイズされたメディアファ

イルはアップグレード中に上書きされません。カスタムアプリケーションやWhisper Agent-Agent
Greeting（WAAG）などのカスタマイズされたメディアファイルは、アップグレード前と同じ形
式で保持されます。

U-lawは Unified CVP 11.0(1)のデフォルトのメディアファイル形式です。（注）

以降の項で、Operations Console 10.0(1)/10.5(1)から Operations Console 11.0(1)へのアップブレード
に関するさまざまなシナリオを説明します。

u-Law の Operations Console 10.0(1)/10.5(1) から u-Law の Operations Console
11.0(1) へのアップグレード

手順

ステップ 1 Unified CVPの ISOイメージをマウントして、setup.exeを実行します。
インストーラが、自動的に以前のインストールを検出して、アップグレードプロセスをガイドし

ます。

ステップ 2 サーバを再起動します。

u-Law の Operations Console 10.0(1)/10.5(1) から a-Law の Operations Console
11.0(1) へのアップグレード

手順

ステップ 1 C:\Cisco\CVP\confの場所に移動します。

ステップ 2 カスタムアプリケーションやWhisper Agent-Agent Greeting（WAAG）などのカスタムメディア
ファイルや、U-lawのアプリケーションを A-lawに変換します。

ステップ 3 cvp_pkgs.propertiesファイルで、cvp-pkgs.PromptEncodeFormatALaw = 1プロパティを 7
行目に追加して A-Lawフラグを有効にします。

「=」記号の前後にスペースを入れる必要がありま

す。

（注）

   Cisco Unified Customer Voice Portal Release 11.0(1) インストールおよびアップグレードガイド
34

Unified CVP のアップグレード
Operations Console のアップグレード



ステップ 4 Unified CVPの ISOイメージをマウントして、setup.exeを実行します。

ステップ 5 画面に表示される指示に従います。

ステップ 6 サーバを再起動します。

（注） •すべての標準的なパッケージメディアファイルとアプリケーションが A-law形式
でインストールされます。

•カスタムアプリケーションやWhisper Agent-Agent Greeting（WAAG）などのカス
タムメディアファイルは、アップグレード前と同じ形式で保持されます。

a-Law の Operations Console 10.0(1)/10.5(1) から a-Law の Operations Console
11.0(1) へのアップグレード

手順

ステップ 1 C:\Cisco\CVP\confの場所に移動します。

ステップ 2 cvp_pkgs.propertiesファイルで、cvp-pkgs.PromptEncodeFormatALaw = 1プロパティを 7
行目に追加して A-Lawフラグを有効にします。

「=」記号の前後にスペースを入れる必要がありま

す。

（注）

ステップ 3 Unified CVPの ISOイメージをマウントして、setup.exeを実行します。
インストーラが、自動的に以前のインストールを検出して、アップグレードプロセスをガイドし

ます。

ステップ 4 画面に表示される指示に従います。

ステップ 5 サーバを再起動します。

（注） •すべての標準的なパッケージメディアファイルとアプリケーションが A-law形式
でインストールされます。

•カスタムアプリケーションやWAAGなどのカスタムメディアファイルは、アッ
プグレード前と同じ形式で保持されます。

次の作業

IOSスクリプトを Cisco IOSメモリにロードします。
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Reporting Server のアップグレード
はじめる前に

• Informixデータベースをバックアップします。

•スケジュールされたパージをオフにします。

• Reporting Serverがどのドメインにも含まれておらず、ワークグループに含まれていることを
確認します。必要に応じて、アップグレード後にドメインに追加します。

次の手順でWindows Server 2012 R2 Standard Editionの CVP Reporting Server 11.0(1)をアップグレー
ドします。

手順

ステップ 1 10.0(1)/10.5(1) Reporting Serverデータベースからデータをアンロードします。レポートデータベー
スからのデータのアンロード, （49ページ）を参照してください。

ステップ 2 Unified CVP Reporting Sever 10.0(1)/10.5(1)をアンインストールします。Unified CVP/Call Studioの
アンインストール, （39ページ）を参照してください。

ステップ 3 Windows Server 2008 R2からWindows Server 2012 R2 Standard Editionへのインプレースアップグ
レードを実行します。Windows Server 2012 R2 Standardへのアップグレード, （31ページ）を参照
してください。

ステップ 4 Windows Server 2012 R2に Unified CVP Reporting Server 11.0(1)をインストールします。Reporting
Serverのインストール, （14ページ）を参照してください。

ステップ 5 新しいReporting Serverにデータをロードします。Reporting Serverデータベースへのデータのロー
ド, （50ページ）を参照してください。

ステップ 6 Reporting Serverを Operations Consoleに設定します。Operations Consoleでの Reporting Serverの設
定, （51ページ）を参照してください。

CVP Server のアップグレード
はじめる前に

CVP Serverで A-lawを実装するには、Unified CVP 11.0(1) FCSビルドをインストールします。
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u-Law の CVP Server 10.0(1)/10.5(1) から u-Law の CVP Server 11.0(1) への
アップグレード

u-Lawの Operations Console 10.0(1)/10.5(1)から u-Lawの Operations Console 11.0(1)へのアップグ
レード, （34ページ）の手順のステップ 1～ 2を実行します。

次の作業

1 現在のバージョンの Unified CVPの Operations Consoleにログインし、[Bulk Administration] >
[File Transfer] > [Scripts and Media]を選択します。

2 Cisco IOS call application voice load <service_name> CLIコマンドを使用して、各 CVPサービス
の Cisco IOSメモリにゲートウェイダウンロードで転送されたファイルをロードします。

3 バックアップされたサードパーティのライブラリを復元します。

4 10.0のライセンスで CVPサーバにライセンスを再適用します。

11.0(1)のライセンスで CVPサーバにライセンスを再適用します。

Operations Consoleを使用して VXML Serverを設定する方法の詳細については、『Configuration
Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal』を参照してください。

u-Law の CVP Server 10.0(1)/10.5(1) から a-Law の CVP Server 11.0(1) への
アップグレード

u-Lawの Operations Console 10.0(1)/10.5(1)から a-Lawの Operations Console 11.0(1)へのアップグ
レード, （34ページ）の手順のステップ 1～ 6を実行します。

次の作業

u-Lawの CVP Server 10.0(1)/10.5(1)から u-Lawの CVP Server 11.0(1)へのアップグレード, （37
ページ）の手順の「次の作業」の項を参照してください。

a-Law の CVP Server 10.0(1)/10.5(1) から a-Law の CVP Server 11.0(1) への
アップグレード

a-LawのOperations Console 10.0(1)/10.5(1)から a-LawのOperations Console 11.0(1)へのアップグレー
ド, （35ページ）の手順のステップ 1～ 5を実行します。

次の作業

u-Lawの CVP Server 10.0(1)/10.5(1)から u-Lawの CVP Server 11.0(1)へのアップグレード, （37
ページ）の手順の「次の作業」の項を参照してください。
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Remote Operations のアップグレード

手順

ステップ 1 Unified CVPの ISOイメージをマウントして、setup.exeを実行します。
インストーラは、Remote Operationsのインストールおよびアップグレードを自動的に検出して、
アップグレードプロセスをガイドします。

ステップ 2 [Upgrade]画面の指示に従い、[Upgrade]をクリックします。

ステップ 3 サーバを再起動します。

Call Studio のアップグレード
はじめる前に

以前のバージョンのライセンスは、最新バージョンでは無効です。そのため、Unified Call Studio
の新しいライセンスを取得します。

手順

ステップ 1 [ナビゲータ（Navigator）]ビュー内の任意のプロジェクトを右クリックし、[エクスポート（Export）]
を選択し、エクスポートウィザードの指示に従います。

エクスポートウィザードで表示される一覧から、複数のプロジェクトを選択して同時

にエクスポートします。

（注）

ステップ 2 Call Studioソフトウェアをアンインストールします。
詳細については、Unified CVP/Call Studioのアンインストール, （39ページ）を参照してくださ
い。

ステップ 3 Call Studioソフトウェアをインストールします。
詳細については、次を参照してください。 Unified Call Studioのインストール, （15ページ）

アップグレード後の作業
Unified CVPコンポーネントをアップグレードした後、Sync-upツールを使用してメタデータファ
イルを同期します。詳細については、Unified CVP REST APIのメタデータの同期の開始, （18
ページ）を参照してください。

   Cisco Unified Customer Voice Portal Release 11.0(1) インストールおよびアップグレードガイド
38

Unified CVP のアップグレード
Remote Operations のアップグレード



第 5 章

Unified CVP/Call Studio のアンインストール

• Windowsコントロールパネルからの Unified CVP/Call Studioのアンインストール, 39 ペー
ジ

• インストールメディアを使用した Unified CVP/Call Studioのアンインストール, 40 ページ

Windows コントロールパネルからの Unified CVP/Call Studio
のアンインストール

はじめる前に

•すべてのアプリケーションをシャットダウンし、開いているすべてのファイルを閉じます。

• CVPコンポーネントおよび関連ファイルを閉じます。

手順

ステップ 1 [Start] > [Control Panel] > [Programs and Features]をクリックします。

ステップ 2 [Cisco Unified Customer Voice Portal / Cisco Unified Call Studio]をクリックし、[Remove]をクリック
します。

ステップ 3 [Next]をクリックします。
アンインストール後に、[UninstallComplete]画面が表示されます。アンインストールするコンポー
ネントによっては、コンピュータを再起動しなければならない場合があります。
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Unified CVPのアンインストール手順を実行しても、ログファイルやインストール後に
生成されたメディアファイルやフォルダといった、すべてのファイルとフォルダがク

リーンアップされるわけではありません。同じ名前のメディアフォルダは、CVPイン
ストールプロセス中に置換されます。ユーザが作成したメディアファイルおよびフォ

ルダは、CVPアップグレード中に変更されません。a-lawおよびu-lawファイルをサポー
トする今後の Unified CVPのリリースでの移行プロセスを簡素化するために、すべての
メディアフォルダを wwwrootに作成し、相対パスを使用します。

（注）

インストールメディアを使用した Unified CVP/Call Studio
のアンインストール

はじめる前に

•すべてのアプリケーションをシャットダウンし、開いているすべてのファイルを閉じます。

• CVPコンポーネントおよび関連ファイルを閉じます。

手順

ステップ 1 Unified CVPソフトウェアの setup.exeファイルを実行します。
ステップ 2 [Remove]オプションを選択して [Next]をクリックします。

[Uninstall Complete]画面が表示されます。アンインストールするコンポーネントによっては、コ
ンピュータを再起動しなければならない場合があります。

Unified CVPのアンインストール手順を実行しても、ログファイルやインストール後に
生成されたメディアファイルやフォルダといった、すべてのファイルとフォルダがク

リーンアップされるわけではありません。同じ名前のメディアフォルダは、CVPイン
ストールプロセス中に置換されます。ユーザが作成したメディアファイルおよびフォ

ルダは、CVPアップグレード中に変更されません。a-lawおよびu-lawファイルをサポー
トする今後の Unified CVPのリリースでの移行プロセスを簡素化するために、すべての
メディアフォルダを wwwrootに作成し、相対パスを使用必要があります。

（注）
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第 6 章

Unified CVP の移行

最近のリリースの Unified CVPにプラットフォームの変更がある場合は、既存のリリースから最
近のリリースへの移行が必要です。

たとえば、Unified CVP 8.5(1)からUnified CVP 10.0(1)への移動も移行と見なされます。これは、
最近のリリースのオペレーティングシステム、プラットフォーム、またはアーキテクチャの変

更が含まれるためです。

移行には新しいハードウェアまたはソフトウェアへの移動と、あるデータベースからの別のデー

タベースへの移動が含まれることがあります。データベースの移行には、旧データベースの出力

として使用され、新しいデータベースに保存できる共通形式へのデータ変換が必要です。

• 移行前の作業, 41 ページ

• Operations Consoleの移行, 42 ページ

• コールサーバの移行, 45 ページ

• VXML Serverの移行, 46 ページ

• Unified Call Studioの移行, 47 ページ

• Reportingサーバの移行, 48 ページ

• Unified CVPの再展開, 51 ページ

移行前の作業

はじめる前に

•冗長性を持たせるため、Unified CVPインストールファイルとデータを別のコンピュータに
バックアップします。
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移行開始後は、Unified CVPの以前のバージョンにロールバックできません。
移行プロセスを開始する前に、インストールファイルとデータをバックアッ

プすることを推奨します。

注意

• Cisco Security Agentをアンインストールします。

•（任意）Reportingサーバを展開する場合は、追加のサーバを展開します。

•（任意）Standalone Distributed Diagnostics and Service Network（SDDSN）は必要なくなりまし
た。SDDSNサーバがある場合は、これらのサーバの使用を停止するか、別の目的に使用し
ます。

• Operations Consoleを展開します。Operations Consoleの展開については、http://www.cisco.com/
c/en/us/support/customer-collaboration/unified-customer-voice-portal/
products-implementation-design-guides-list.htmlにある『『Configuration Guide for Cisco Unified
Customer Voice Portal』』を参照してください。

•（任意）SIPの実装では、ゲートキーパーは必要ありません。ゲートキーパーは使用を停止
するか、場合によっては、実装にSIPを使用するときの入力ゲートウェイまたはVXMLゲー
トウェイ（あるいは、その両方）として転用します。

•（任意）SIPメッセージルーティング用の SIPプロキシサーバおよびDNSサーバは、SIP実
装のオプションコンポーネントです。これらを使用する場合は、ネットワークにコンポーネ

ントを追加します。

SIPプロキシサーバおよび DNSサーバは、他の Unified CVP製品コンポーネ
ントと共存できません。

（注）

• Cisco IOSのバージョンが必要なハードウェアをサポートしていることを確認します。

古いゲートウェイまたはゲートキーパーハードウェアを使用している場合は、

このリリースに必要な Cisco IOSのバージョンが必要なハードウェアをサポー
トしなくなる可能性があります。その場合は、新しいハードウェアを購入す

る必要があります。

（注）

Operations Console の移行
Operations Consoleを移行するには、CVP Operations Consoleの設定をバックアップし、復元しま
す。プラットフォームでの変更が必要かどうかを確認するには、アップグレードパス, （22ペー
ジ）を参照してください。
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Operations Console 設定のバックアップ

手順

ステップ 1 Operations Consoleにログインします。

ステップ 2 [Operations Console]ページで、[System] > [Export System Configuration] > [Export]をクリックしま
す。

ステップ 3 手動で sip.propertiesファイルをコピーします
CVPの Operations Consoleは、sip.propertiesファイルをエクスポートできません。
Unified CVPコンソール設定の詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/unified-customer-voice-portal/products-installation-and-configuration-guides-list.html
にある『『Administration Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal』』を参照してください。

ステップ 4 CVP-OpsConsole-Backup.zipファイルを保存します。

次の作業

•エクスポートされた設定およびカスタムファイルをネットワークストレージメディアまた
はポータブルストレージメディアに保存します。

• Windows Serverマシンから共有ストレージメディアにアクセスできることを確認します。

Operations Console 設定の復元

はじめる前に

• Windows Server 2012 R2で Operations Consoleの新しいリリースをインストールします。

• OperationsConsoleの設定を旧バージョンからエクスポートし、新しいバージョンに移行しま
す。

手順

ステップ 1 Cisco Resource Manager Windowsサービスを停止します。
a) [Start] > [All Programs] > [Administrative Tools] > [Services]をクリックします。
b) サービス名のリストで、[Cisco Resource Manager]を選択し、[Stop]をクリックします。

ステップ 2 保存した Operations Consoleの設定をインポートします。
a) Operations Consoleで、[System] > [Import System Configuration]をクリックします。
b) [Browse]をクリックし、以前のバージョンの Operations Console設定ファイルを保存した場所
からファイル名を選択します。
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c) [Import]をクリックします。
d) Operations Consoleの設定を保存した場所からカスタムファイル、ライセンスファイル、およ
び sip.propertiesファイルをそれぞれが対応する Unified CVPディレクトリにコピーし、復元操
作を完了します。

UnifiedCVPの以前のバージョンからユーザ関連情報を含むバックアップを復元しな
かった場合、ステップ 5に進みます。

（注）

ステップ 3 [Operations Console]ページで [Device management] > [Reporting Server] > [Database Administration]を
クリックします。

ステップ 4 Unified CVPの以前のバージョンで作成したレポートユーザを削除します。
既存のユーザと同じ新しいユーザを作成しても動作しませ

ん。

（注）

ステップ 5 以前のバージョンのCVPOperationsConsoleからインポートした既存のユーザと同じパスワードを
設定します。

a) [Server Manager] > [Configuration] > [Local Users and Groups] > [Users]をクリックします。
b) 既存のユーザ名を右クリックし、[Set Password]をクリックします。
c) [Set Password]画面で、[Proceed]をクリックします。
d) 古いパスワードを入力し、新しいパスワードを確認します。
e) [OK]をクリックします。

ステップ 6 Cisco Unified CVP Operations Consoleと Cisco CVP Resource Managerを再起動します。
a) [Start] > [All Programs] > [Administrative Tools] > [Services]をクリックします。
b) [Cisco CVP Operations Console Server]を選択します。
c) [Restart]をクリックします。

[Services]ウィンドウで CVP Operations Console Serverサービスが開始します。

d) [Cisco CVP Resource Manager]を選択します。
e) [Restart]をクリックします。

[Services]ウィンドウで CVP Resource Managerサービスが開始します。

CVP Operations Consoleのログインクレデンシャルなどのすべての既存の CVP Operations Console
データは、保存したCVPOperationsConsole設定からインポートした新しいデータで上書きされま
す。

次の作業

以前のバージョンの Operations Consoleログインクレデンシャルを使用して Operations Consoleに
ログインします。
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Operations Console を使用したセキュアな通信

手順

Operations Consoleと CVPコンポーネント間でセキュアな通信を行うには、[Operations Console]
ページで、[Enable Secured Communication with the Operations Console]をクリックします。

OperationsConsoleとCVPコンポーネントとの間でのセキュリティ証明書交換の設定については、
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1006/products_installation_and_configuration_guides_
list.htmlにある『『Configuration Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal』』を参照してくださ
い。

コールサーバの移行

はじめる前に

•冗長性を持たせるため、既存の Unified CVPインストールを別のコンピュータにバックアッ
プします。

• Windows Server 2012 R2をインストールします。

• Windows Server 2008からWindows Server 2012 R2へ移行する場合は、以前の Unified CVPの
IPアドレスとホスト名を新しいリリースに割り当てます。

•最新の Unified CVP Serverコンポーネントをインストールします。

• Windows Server 2008がWindows Server 2012 R2と同じネットワークにないことを確認しま
す。

手順

ステップ 1 Operations Consoleにログインし、[Device Management] > [Unified CVP Call Server]を選択します。

ステップ 2 選択された IPアドレスとホスト名で Unified CVPコールサーバを選択します。

ステップ 3 [Edit]をクリックします。

ステップ 4 [Save and Deploy]をクリックし、設定を Unified CVPコールサーバに展開します。

ステップ 5 [System] > [SIP Server Groups]をクリックします。
[SIP Server Groups]画面で、以前の OAMP設定のインポート手順で設定したデータが入力されて
いることを確認します。

ステップ 6 [Save and Deploy]をクリックして、処理が正常に完了したことを確認します。

ステップ 7 [System] > [Dialed Number Pattern]を選択します。
[DialedNumber Pattern]画面で、以前のOAMP設定のインポート手順で設定したデータが入力され
ていることを確認します。
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ステップ 8 [Deploy]をクリックします。

ステップ 9 [Device Management] > [Media Server]を選択します。

ステップ 10 [Default Media Server]ドロップダウンリストから、適切なメディアサーバを選択します。

ステップ 11 [Set]をクリックします。

ステップ 12 [Deploy]をクリックします。

ステップ 13 コンピュータにインストールされているメディアサーバから、[Internet InformationServices] > [Sites]
を選択します。

•新しいグループをリストに追加して、[Add]をクリックし、[Everyone]を選択します。

•グループ [Everyone]にフルコントロールを付与するには、[Full Control]チェックボックスを
オンにします。

ステップ 14 FTPサイトで [Restart]をクリックして、FTPサーバを再起動します。

VXML Server の移行
はじめる前に

• Unified Call Studioが VXML Serverと連動できるように、VXML Serverと Unified Call Studio
が同じバージョンであることを確認します。

•すべての Unified CVPコンポーネントにライセンスがあることを確認します。

移行したコンポーネントにライセンスを適用しない場合、ソフトウェアは評

価モードで実行されます。

（注）

• %CATALINA_HOME%/webapps/CVP/audioからカスタムオーディオファイルをバックアップ
します。

•サードパーティのライブラリ（.classファイルや .jarファイルなど）を次の場所でバックアッ
プします。

%CVP_HOME%\VXMLServer\common\classes
%CVP_HOME%\VXMLServer\common\lib
%CVP_HOME%\VXMLServer\applications\APP_NAME\java\application\classes
%CVP_HOME%\VXMLServer\applications\APP_NAME\java\application\lib
%CVP_HOME%\VXMLServer\applications\APP_NAME\java\util

ここで、APP_NAMEは、展開された音声アプリケーションの名前を表します。

デフォルトでは、%CVP_HOME%は C:\Cisco\CVPです。（注）
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• CVP Serverをインストールします。CVP Serverのインストール, （12ページ）を参照してく
ださい。

手順

ステップ 1 Operations Consoleにログインし、[Device Management] > [Unified CVP VXML Server]を選択しま
す。

ステップ 2 選択した IPアドレスとホスト名の Unified CVP VXML Serverを選択します。

ステップ 3 [Edit]をクリックし、編集する VXML Server設定を選択します。

ステップ 4 [Save and Deploy]をクリックし、設定を新しい VXML Serverに展開します。

ステップ 5 （任意）Operations ConsoleとVXML Server間にセキュアな接続が必要な場合は、SSL証明書を設
定します。

ステップ 6 Operations Consoleを使用して、新しい VXML Serverにライセンスファイルをアップロードしま
す。

ステップ 7 %CATALINA_HOME%\webapps\CVP\audioフォルダにオーディオファイルを復元します。

ステップ 8 Cisco CVP VXML Serverおよび VXMLServerサービスを再起動します。

次の作業

Operations Consoleを使用して VXML Serverを設定するには、『『Configuration Guide for Cisco
Unified Customer Voice Portal』』を参照してください。

Unified Call Studio の移行
はじめる前に

•すべてのオーディオファイルをバックアップします。

%CATALINA_HOME%\webapps\CVP\audioに展開されたオーディオファイルは削除

されます。%CATALINA_HOME%は Tomcatのインストールディレクトリを
示します。

（注）

• Call Studioアプリケーションを起動します。

•すべての Unified CVPコンポーネントにライセンスがあることを確認します。

移行したコンポーネントにライセンスを適用しない場合は、ソフトウェアは

評価モードで実行されます。

（注）
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• [Navigator]ビューで、プロジェクトで右クリックし、[Export]をクリックします。

バージョン管理システムに保存されていない場合は、オフラインメディアへ

UnifiedCall Studioプロジェクトをエクスポートします。エクスポートウィザー
ドが表示するリストから該当するチェックボックスをオフにして、複数のプ

ロジェクトを同時にエクスポートできます。

（注）

手順

ステップ 1 プロジェクトをインポートするには、[Existing Cisco Unified CVP Project into Workspace]オプショ
ンを選択します。

インポートプロセスによって、必要に応じてプロジェクトが新しいリリースの形式にアップグ

レードされます。

システムからインポートするのではなく、アプリケーションをソースリポジトリから

チェックアウトした場合でも、Call Studioにアプリケーションをインポートして変換プ
ロセスを開始できます。また、インポート後の最初のチェックインでは、各プロジェク

トのすべてのファイルは変更済みと見なされているため、リポジトリで更新する必要が

あります。

（注）

ステップ 2 以前のバージョンの Javaでコンパイルされたカスタムコンポーネントをすべて再コンパイルしま
す。

下位互換性に影響を与える可能性がある Javaの変更点リストを見直して、必要な更新を行いま
す。http://java.sun.com/j2se/1.5.0/compatibility.htmlで互換性に関するページを参照できます。

ステップ 3 適切な Cisco Unified CVP VXML Serverに、前の手順で新しく再コンパイルされたコンポーネント
を含むすべてのプロジェクトを展開します。

複数の Unified CVP Serverに 1回のステップでプロジェクトを一括転送する Operations Consoleを
使用します。

Reporting サーバの移行
はじめる前に

Unified CVPの既存のデータベースをアンロードして、移行時にコールデータを保持します。
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手順

ステップ 1 Reportingサーバの準備, （49ページ）.

ステップ 2 レポートデータベースからのデータのアンロード, （49ページ）.

ステップ 3 Reporting Serverデータベースへのデータのロード, （50ページ）.

ステップ 4 Operations Consoleでの Reporting Serverの設定, （51ページ）.

Reporting サーバの準備

手順

ステップ 1 Windows Server 2012 R2に Reporting Serverをインストールします。
CVP Reportingデータベースがアクティブになっていることを確認しま
す。

Windows Service Managerの Informix IDS - CVPサービスを起動します。

（注）

ステップ 2 コマンドプロンプトから dbaccessを実行し、データベースを選択します。

ステップ 3 次のデータベースを選択し、[Return]キーを押します。

• callback

• ciscoadmin

• cvp_data

レポートデータベースからのデータのアンロード

手順

ステップ 1 Unified CVPにユーザ Informix（cvp_dbadmin）としてログインします。

ステップ 2 Cisco CVPコールサーバサービスをWindows Service Managerから停止します。
アンロードスクリプトは、アンロードの前にハードディスク容量を確認しま

す。

（注）

ステップ 3 Unified CVPインストールファイルにアクセスします。

ステップ 4 コマンドプロンプトから、ディレクトリを migrationフォルダに変更します。
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migrationフォルダをローカルディスクにコピーして、アンロードスクリプトを直接実
行することもできます。

（注）

ステップ 5 migrate_unload.batファイルを見つけます。

ステップ 6 次のコマンドを実行して Reportingデータベースをアンロードします。migrate_unload.bat –p<db
をエクスポートできるパス>

例：
migrate_unload.bat –p c:\cvpdata

スクリプトの実行後、データベースは指定したパスの cvpdb.tarファイルにエクスポートされま
す。ここで cvpdb.tarファイルが c:\cvpdataにエクスポートされます。

ステップ 7 Unified CVPデータベースの Reporting Serverにエクスポートされた cvpdb.tarファイルをコピーし
ます。

Reporting Server データベースへのデータのロード

手順

ステップ 1 Unified CVPインストールファイルを開きます。

ステップ 2 [CVP] > [Migration]に移動します。

ステップ 3 コマンドプロンプトから、ディレクトリを migrationフォルダに変更します。
migrationフォルダをローカルディスクにコピーして、ロードスクリプトを直接実行す
ることもできます。

ヒント

ステップ 4 ローカルディスクで、Unified CVPデータベースにロードするUnified CVPデータベースのバック
アップファイル（cvpdb.tar）を検索します。

これは、Unified CMデータベースからデータをアンロードしたときに作成したバック
アップファイルです。

（注）

ステップ 5 コマンド migrate_load.bat -p <tar ファイルの絶対パス>を実行し、Unified CVPデータ
ベースをロードします。

例：migrate_load.bat-p c:\cvpdata\cvpdb.tar。

バックアップ cvpdb.tarファイルがc:\cvpdataにある場合、migrate_load.bat -p
c: \cvpdata\cvpdb.tarとしてスクリプトロードを実行する必要があります。

このスクリプトは、以前のコールデータとともに 3つすべての Unified CVP Reporting
データベースを Unified CVP Reportingデータベースにロードします。

（注）
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Operations Console での Reporting Server の設定

手順

ステップ 1 Operations Console設定をインポートし、レポーティングサーバを再展開して、Unified CVPと同
じ IPアドレスを保持します。

ステップ 2 サーバの以前のインスタンスを削除します。

ステップ 3 Operations Consoleに新しい Reporting Serverを追加してから、サーバを展開します。
サーバの IPアドレスが変更されます。

Unified CVP の再展開
Operations Consoleから既存の Unified CVPコンポーネントを再展開できます。

Operations Console の再展開

手順

Operations Consoleの移行, （42ページ）を参照してください。

CVP Server の再展開

手順

コールサーバの移行, （45ページ）およびVXML Serverの移行, （46ページ）を参照してくだ
さい。
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Reporting サーバの再展開

手順

ステップ 1 Reportingサーバを再インストールします。

ステップ 2 Operations Consoleで Reportingサーバを保存し、展開します。

ステップ 3 Reportingサーバのライセンスを更新します。

ステップ 4 Reporting Serverを再起動します。

ステップ 5 必要に応じて、サービスコールバックのシステムレベル設定を再展開します。

ステップ 6 必要に応じて、SNMP設定を再展開します。

Call Studio の再展開

手順

Unified Call Studioの移行, （47ページ）を参照してください。
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付録 A
Unified CVP ライセンシング

• ライセンス計画, 53 ページ

• Unified CVP Redundant Portライセンス, 55 ページ

• Unified CVP Reporting Serverライセンス, 56 ページ

• 評価ライセンス, 56 ページ

• ライセンスの生成, 57 ページ

• Call Server/VXML Server/Reporting Severライセンスの適用とアップグレード, 57 ページ

• Call Studioライセンスの適用とアップグレード, 59 ページ

ライセンス計画
Unified CVPのライセンスは、Unified CVP Serverのライセンス、Unified CVPポートのライセン
ス、Unified CVPコールディレクタのライセンス、冗長ポートのライセンスから構成されていま
す。各 Unified CVPコンポーネントのライセンスはそれぞれのコンポーネントの IPアドレスに関
連付けられています。

Unified CVPServer、VoiceXMLServer、または冗長サーバなどのサーバごとにライセンスを注文し
てください。これらのサーバは、ReportingサーバおよびOperations Console Serverを除き、Unified
CVPソフトウェアをホストします。

表 5：CVP コンポーネントと必要なライセンス

必要なライセンスCVP コンポーネント

• Unified CVPのライセンス

•コールサーバソフトウェアのライセンス

コールサーバ
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必要なライセンスCVP コンポーネント

• Unified CVPのライセンス

• VXML Serverポートのライセンス

VXML Server

CVP ReportingサーバのライセンスReportingサーバ

•標準（デュアルプロセッサ）

•プレミアム（クワッドプロセッサ）

Call StudioライセンスCall Studio

Unified CVPは、コールサーバ、Reportingサーバ、VXML Server、Call Studioの FlexLMライセン
スをサポートしています。Unified CVPでサポートされるライセンス機能は、次の表のとおりで
す。

表 6：CVP サポート対象のライセンス機能

説明サポート対象のライセン

ス機能

Unified CVPに必要な基本機能ライセンス。CVP_SOFTWARE

コールサーバおよび VXML Serverのポートのライセンス。コール
サーバのライセンスは、コールサーバの SIPセッション数を対象と
します。単一のコールサーバライセンスで最大 900セッションをサ
ポートします。VXML Serverのライセンスは、セルフサービスポー
トとキュー内のセッションの数を対象とします。

CVPPortsおよび
SelfServicePorts

Reportingサーバのライセンス。RPT

すべての CVPコンポーネントの CVPライセンスは、%CVP_HOME%\conf\licenseにある
cvp.licenseファイルにまとめられています。OperationsConsoleからライセンスを展開すると、
cvp.licenseファイルにそのライセンスが追加されます。ライセンスファイル内に CVPコン
ポーネントの有効なライセンスが複数ある場合は、ポートのライセンスを追加できます。たとえ

ば、CVPライセンスファイルに 200個の VXMLポートがあり、100個の VXMLポート用の追加
ライセンスを適用すると、VXMLサーバは両方のポートのライセンスを加算して、300個のライ
センス供与済みポートを作成します。
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（注） • Reportingサーバにライセンスがない場合、電源をオンにすると、メッセージのカウント
が開始されます。メッセージがデータベースに書き込まれると、Reportingサーバがロー
カルの日付を確認します。データベースへの書き込みが 1日のうちに 10,000に到達する
と、アラームが送信され、メッセージはデータベースに書き込まれなくなります。10,000
という数は、データベースに書き込まれた挿入数と更新数の両方の合計です。ローカル

の日付が変更すると、データベース書き込みとカウントが再開します。

•コールサーバと Reportingサーバは、追加ライセンスをサポートしていません。

• Unified CVPは、ライセンス使用状況をレポートしなくなりました。その代わりに、
cvp.licenseファイルでの使用可能なポートの最大数に基づいたポートの使用状況をレ
ポートします。この変更は、すべてのレポート、[Operations Console Statistics]ページ、お
よび診断ポータルライセンス情報要求に影響します。以前のリリースと同様に、アラー

トはライセンス使用状況がしきい値の 90%、94%、および 97%のときに発行されます。

BulkAdministration File Transfer（BAFT）を使用したライセンスファイルの転送については、http:/
/www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/unified-customer-voice-portal/
products-installation-and-configuration-guides-list.htmlにある『『Administration Guide for Cisco Unified
Customer Voice Portal』』を参照してください。

Unified CVP Redundant Port ライセンス
Redundant Portライセンスは、プライマリサーバが使用できないときに電話を取ることのできる
1つまたは複数のフェールオーバーサーバを備えた冗長性モデルをサポートします。プライマリ
および冗長 Unified CVPサーバは、ともに Unified CVP Serverソフトウェアライセンスと Unified
CVP Portライセンスを使用します。フェールオーバーサーバを使用することにより、1つまたは
複数のプライマリサーバで障害が発生した場合でもサービスの中断がないことが保証されます。

CVP Primary Portおよび Redundant Portライセンスを購入する前に、サポートされる冗長モデルに
基づいて、ポートの配分を適切にサイジングおよび設計する必要があります。

任意の時点でプライマリサーバとフェールオーバーサーバの両方でキューイングまたはセル

フサービスの処理を受信するコールの合計数が、購入した CVP Primary Portライセンスの数を
超えないようにする必要があります。

（注）

たとえば、お客様が Unified CVPライセンスについて Primary Portライセンスを 1500および
Redundant Portライセンスを 1500所有しており、それらのライセンスが 2台のプライマリサーバ
と 2台のフェールオーバーサーバに配分されている場合（4つの Unified CVP Server Softwareライ
センスを使用）、このお客様には 1500個のポートのみを同時に実行する権限が付与されます。
キューイングまたはセルフサービスの処理を受信するコールの合計数が1500を超えてはなりませ
ん。冗長ポートは、プライマリサーバまたはプライマリポートが使用できない場合にのみ実稼働

で使用されます。
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2014年 9年 22日より後に行われた注文に対しては、各 Unified CVPポートに 1つの Reduntant
Portライセンスがバンドルされています。以前からご使用のお客様は、冗長ポートライセンス
の数がプライマリポートのライセンスの数と同じになるように、冗長ポートの追加ライセン

スを発注することができます。お客様は、追加の冗長サーバごとに、サーバライセンスも発

注する必要があります。

（注）

Unified CVP Reporting Server ライセンス
Unified CVP Reporting Serverライセンスは、Unified CVPデータ用のレポートリポジトリを提供し
ます。このライセンスには、データのクエリに Crystalレポートを使用する 1つのリレーショナル
データベースと、レポートを作成するためのサンプルが含まれています。ライセンスにはレポー

トリポジトリのみが含まれており、プレゼンテーションサーバは含まれていません。Reporting
Serverライセンスには IBM Informixのライセンスが含まれています。以前は、標準版とプレミア
ム版の 2つの版のCVPReporting Serverを利用できました。標準版は、基本的なレポート用の小規
模なデータベースを持つデュアルプロセッササーバをサポートします。プレミアム版は、4 way
プロセッサの大規模データベースをサポートします。

標準版の Reporting Serverの販売は 2014年 9年 22日をもって打ち切られましたが、現在ご使
用の標準版の Reporting Serverのサポートはサポート終了（EOL）まで継続されます。

（注）

評価ライセンス
UnifiedCVPインストールには、評価ライセンスがバンドルされています。このライセンスは、30
日間有効で、すべてのコールサーバの 30個のポート、Reportingサーバの 10,000回のデータベー
スの書き込みと更新をサポートしています。評価期間の終了後は、ライセンスをアクティブ化す

る必要があることを示すため、サーバがアプリケーションサーバコンソールと起動ログにメッ

セージを記録します。引き続き機能させるには、評価期間中または期間後にコンポーネントごと

にライセンスを購入してください。

（注） •ライセンスがなかったり、無効であったり、期限が切れていると、ライセンスは非アク
ティブであると見なされます。

•コールサーバと VXML Serverは評価ライセンスで 30個のポートをサポートします。こ
のライセンスは、簡単なテストまたは評価に役立ちます。インストール後 30日の評価ラ
イセンスの期限が切れても、必要な数の同時セッションをサポートするために、実稼働

サーバにライセンスが常に適用されている必要があります。
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ライセンスの生成

はじめる前に

Unified CVPソフトウェアとともに受け取った製品認証キー（PAK）にアクセスします。

手順

ステップ 1 製品ライセンス登録ポータル（https://tools.cisco.com/SWIFT/LicensingUI/Home）にサインインしま
す。

ステップ 2 [製品ライセンスの登録を続行（Continue to Product License Registration）]をクリックします。

ステップ 3 [新規ライセンス（New Licenses）]フィールドに PAKを入力します。
PAKは最大 10個まで、カンマで区切って入力できます。

ステップ 4 [履行（Fulfill）]をクリックします。

ステップ 5 機能を選択し、数量を入力します。

ステップ 6 [シリアル番号（Serial Number）]フィールドで、次のように入力します。

• Unified CVPサーバまたはUnified CVPReporting Serverの場合は、IPアドレスを入力します。

• Unified Call Studioの場合は、MACアドレスを入力します。

ステップ 7 [Next]をクリックします。

ステップ 8 ライセンス契約書の条項に同意し、受信者の情報を入力し、[送信（Submit）]をクリックします。
要求が処理されます。

ステップ 9 [ダウンロード（Download）]をクリックしてライセンスをダウンロードします。
ライセンスは、電子メールでも送信されます。

Call Server/VXML Server/Reporting Sever ライセンスの適用
とアップグレード

手順

ステップ 1 [Device Management]メニューから、Unified CVPコンポーネントを選択します。
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ネットワークマップに追加されている Unified CVPコンポーネントが [Find, Add, Delete, Edit]ウィ
ンドウに一覧表示されます。

ステップ 2 Unified CVPコンポーネントのリンクをクリックし、[Edit]をクリックします。

ステップ 3 ツールバーで、[File Transfer] > [Licenses]をクリックします。
選択した Unified CVPコンポーネントのホスト名と IPアドレスが一覧表示された [File Transfer]
ページが表示されます。

ステップ 4 [Select FromAvailable License Files]で、ライセンスファイルを選択し、[Select]をクリックします。
ライセンスファイルが [Select From Available License Files]テキストボックスに一覧表示
されていない場合は、[Select a License File from Your Local PC]をクリックし、テキスト
ボックスにファイル名を入力するか、[Browse]をクリックし、ローカルファイルシス
テムのライセンスファイルを検索します。

（注）

ステップ 5 ライセンスファイルを選択した Unified CVPコンポーネントに転送するには、[Transfer]をクリッ
クします。

ステップ 6 Operations Consoleを介して Unified CVPコンポーネントを選択し、再起動します。
詳細については、『Operations Console Online Help for Cisco Unified Customer Voice Portal』を参照
してください。

すべてのVXMLライセンスポートが使用されている場合にUnifiedCVP10.0(1)を起動すると、
VXML Serverは保留中の同時コールの総数を VXMLライセンスポートの総数の 10 %に制限
します。

（注）

Unified CVPでは、すべてのVXMLライセンスポートが使用されている場合に、VXML Server
は保留中の同時コールの総数を VXMLライセンスポートの総数の 10 %に制限します。

（注）

例：

600個の VXMLライセンスポートを展開する場合で、すべての VXMLライセンスポートが使用
中のときは、VXML Serverが保留中にできる同時コールは 60のみです。

次の作業

• VXML Serverが動作しており、status.batまたは status管理スクリプトでライセンスが適用さ
れていることを確認します。このスクリプトを %CVP_HOME%\VXMLServer\adminで実行
し、出力を確認します。

• OperationsConsoleで、Reportingサーバが動作していることを確認します。詳細については、
『Operations ConsoleOnlineHelp for CiscoUnifiedCustomer Voice Portal』を参照してください。

• Unified CVPライセンシングの詳細については、『『Configuration Guide for Cisco Unified
Customer Voice Portal』』を参照してください。
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Call Studio ライセンスの適用とアップグレード

手順

ステップ 1 製品認証キー（PAK）を取得し、Cisco license tool（http://www.cisco.com/go/license）で番号を入力
します。

ライセンスファイルが返されます。

ステップ 2 ライセンスファイルをテキストエディタで開き、内容をコピーします。

ステップ 3 Unified Call Studioを起動します。

ステップ 4 メニューから [Help] > [Activation]を選択します。

ステップ 5 [License]フィールドに、ライセンステキストを貼り付けます。

ステップ 6 [Activate]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
Unified Call Studioライセンスがアクティブになります。
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